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 お問い合わせ先  
  

長崎県立大学 学生支援課 学生グループ 

佐世保校 

〒８５８－８５８０ 長崎県佐世保市川下町１２３番地 

Tel ０９５６－４７－５７０３ ／ Fax ０９５６－４７－４６１６ 

シーボルト校 

〒８５１－２１９５ 長崎県西彼杵郡長与町まなび野１丁目１番１ 

Tel ０９５－８１３－５０６５ ／ Fax ０９５－８１３－５２２２ 
 

新型コロナウイルス感染症の影響により、入学者選抜日程・選抜方

法等について変更がある場合は、本学 ホームページ

（http://sun.ac.jp/）でお知らせします。 



   

【  目  次  】 

 

インターネット出願について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １ 

長崎県立大学大学院地域創生研究科の構成 ・・・・・・・・・・・・  ２ 

教育目標と学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）・・・・・  ３ 

１．募集区分、募集人員及び試験期日 ・・・・・・・・・・・・・・  ９ 

２．出願資格 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ９ 

３．選抜方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  13 

４．出願前の手続 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  17 

５．出願手続 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  18 

６．障害のある入学志願者との協議 ・・・・・・・・・・・・・・・  22 

７．合格発表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  22 

８．入学手続 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  22 

９．初年度納付金等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  22 

10．昼夜開講制度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  23 

11．長期履修学生制度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  24 

12．研究指導担当教員 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  25 

13．授業科目一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  31 

＜参考＞人間健康科学研究科栄養科学専攻博士後期課程について ・・  37 

＜参考＞お問い合わせについて ・・・・・・・・・・・・・・・・・  39 

 



1 

インターネット出願について 

 長崎県立大学では すべての入試において インターネット出願を導入しています。 

なお、出願期間中に郵送が必要な書類がありますのでご注意ください。 

 

■ 出願の流れ   

１）事前準備 

パソコンまたはスマートフォンで大学ホームページ（本学 HP）の「インターネット

出願はこちらから」にアクセスし、インターネット出願ガイダンスページの『はじめ

に』から「インターネット出願ガイド」をダウンロードしてください。 

 

２）出願に必要な書類などを準備 

「インターネット出願ガイド」を参照して、出願に必要な書類などを準備してくだ

さい。なお、出願登録の際に、顔写真データ（JPG、３MB 未満）が必要になります   

ので、予めご準備ください（上半身／無帽／正面向き／背景無し／カラーで、出願前

３か月以内に撮影したもの）。 

 

３）出願登録を行う 

インターネット出願ガイダンスページの『出願登録』および『出願内容を確認』   

から、画面の指示に従って登録内容を入力してください。 

登録内容  

①出願情報（募集区分・志望専攻・志望コース等）、②志願者情報、 

③入学検定料支払方法 

    ※志願者情報入力後、【出願確認票（未入金）】をダウンロードしてください。 

《支払方法》 

◎クレジットカード ◎コンビニエンスストア ◎銀行ＡＴＭ（ペイジー） 

◎ネットバンキング 

 

４）入学検定料を支払う 

選択した支払方法に従って、支払期限までに入学検定料（30,000 円）を支払ってください。 

 

５）出願書類の印刷・郵送 

入学検定料の支払い後、インターネット出願ガイダンスページの『出願内容を確認』

から、各種様式をダウンロードし、A4 サイズの用紙に印刷してください。 

本要項に記載されている出願手続きに従って、必要書類および封筒等を準備し、  

≪出願書類提出期限≫に間に合うように郵送してください。 

 

６）出願完了 
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長崎県立大学大学院地域創生研究科の構成 

 

ビジネス・マネジメントコース

経済・地域政策コース

メディア社会コース

国境離島文化振興コース

地域社会マネジメント専攻

（修士課程）

栄養科学コース

人間健康科学専攻

（修士課程）

地

域

創

生

研

究

科

情報セキュリティコース

人間情報科学コース

情報工学専攻

（修士課程）

看護学実践コース

公衆衛生看護学コース
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地域創生研究科の教育目標と学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー） 
 

 
【教育目標】  

本研究科では、俯瞰的かつ多面的な視点をもち、領域横断的な専門応用力を備えた人材を養

成します。地域創生はまずもって問題の現状の把握が必要不可欠ですが、その問題は複雑極ま

りなく、自らの専門性の枠組みのみでは十分に目的を果たすことはできません。そこでは自ら

の専門性を踏まえたうえで、他の専門分野等からの視点を柔軟に取り入れ、その問題に対して

思考と積極的な行動を繰り返して問題解決の糸口を手繰り寄せていく力、すなわち実践的な判

断力と、自らが属する組織のミッションを広く理解してリーダーシップを発揮して、課題解決

に向け関係者を調整して実現に結び付ける実行力の修得が求められます。 

よって本研究科では、①各専攻領域に関する高度な専門知識を修得し、批判的かつ総合的な

視野をもってさらなる知的創造につなげる能力、②その知識を従事する職業や組織において活

用するため、それぞれの組織のミッションを広い文脈で理解して課題を設定し解決する能力、

③複雑性・相互依存性が強まる現代において社会・地域の諸課題と個性創出の先進経験を、自

らの専門領域との関連性において理解する能力の修得を目標とします。  

本研究科は３つの専攻で構成し、地域社会マネジメント専攻では、地域経済と高度ネットワ

ーク社会の実情を把握し政策立案ができリーダーシップを担える人材を、情報工学専攻では、

急速に進展をみせている情報科学の知識・技術を修得し高度知識社会の情報基盤を支える人材

を、人間健康科学専攻では、看護と栄養に関する連携的な研究をベースに地域住民のＱＯＬ向

上に貢献できる専門的人材を養成します。 

各専攻にはコースを置き、専門分野別の知的修練を前提としつつも、統合した研究科を構築

することで俯瞰的かつ多面的な視点と、領域横断的な専門応用能力を涵養する教育を行います。 

 

【学生受入方針（アドミッション・ポリシー）】 

 本研究科は、上記の教育目標を意欲的に実現する次のような学生を求めています。 

●本学の理念と研究科の教育目標を十分に理解し、柔軟な思考を持って、積極的に学ぶ

意欲のある人 

●地域社会や国際社会のさまざまな課題に関心を持ち、その課題解決や価値創造に貢献

したいと考えている人 

●幅広い見識と高度な専門知識を身につけ、他領域と連携・協働しながら各分野で活躍

したいと考えている人 
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地 域 社 会 マ ネ ジ メ ン ト 専 攻 
 

【教育目標】 

地球環境問題、エネルギー・資源問題、少子高齢化問題など、資本主義・グローバル市場の行き詰まりが見

え始めた 21 世紀においては、新しいビジョン・パラダイムが求められ、人間・技術・組織・制度をトータルに

システムとしてとらえることが必要となってきています。長崎県は、日本の最西端に位置するだけではなく、

多くの離島を抱え、18 歳人口の県外流出が九州一です。グローバル化・情報化が進展する現代において、長崎

県(地方・地域)の課題に応えるためには、地域経済、離島問題の理解のみならず、新しい可能性を拓くための

視野の拡大に必要な国際政治・経済や新しい関係性構築に必要な高度情報化社会の理解が必要であり、次の４

コースで構成します。 

ａ ビジネス・マネジメントコース 

ｂ 経済・地域政策コース 

ｃ メディア社会コース 

ｄ 国境離島文化振興コース 

本専攻では、各コースで学ぶ経営学・経済学・政治学・法学・情報論・離島文化論の専門分野の専門的知識

のみでなく、グローバル化・情報化が高度に進展した現代社会を高度化組織・グローバル市場・地域社会・異

文化などの多角的・総合的な視点と専門的知識を活用・応用する能力を併せ持ち、地域経済と高度ネットワー

ク社会の実情を把握し政策立案ができリーダーシップを担える人材を養成します。 

専攻共通科目において、各領域を横断した多角的・総合的な視点及び学際的な分野への対応能力を含めた専

門的知識を活用・応用する能力を獲得させ、各コースの専門科目において自らの設定した課題に対し専門的知

識を活用・応用する能力の修得を目標とします。学生個々の研究課題を達成するための必要な専門科目を各コ

ースに設置しており、研究指導教員のアドバイスを元に、各自が進路に必要な専門科目を修得して修士論文あ

るいは課題研究論文を作成することにより、高度専門職業人として社会において活躍するために必要な専門的

知識、活用・応用能力を養成します。 

 

【学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）】 

本専攻は、下記のいずれかの項目に該当する人を求めます。 

１．地域社会、地域経済、地域企業の課題に関心を持ち専門的知識を有すると共に、その課題解決方法を学

びたい人 

２．地域課題に関心を持ち専門的知識を有すると共に、情報化・グローバル化と結びつけて、考え、解決す

ることを目指す人 

３．既に獲得している専門的知識に加えて修得した知識・能力を用いて、民間企業・行政組織・国際機関・

非営利組織などで働きたいという意欲を持った人 

 

ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス 

 

【教育目標】 

長期的な組織の環境適応を目指す戦略的視点で、企業・事業・職務の分析と、グローバル化・情報化

した市場と地域の分析から、課題発見・問題解決方法探索能力を持った人材(経営幹部・経営者、事業

承継者、コンサルティング能力を併せ持つ税理士など) を養成します。 

マネジメント系の科目で組織・管理・戦略を中心とした経営学と地域の特徴を活かした地域活性化の

視点を、マーケティング系の科目で市場と物流に関する専門的知識を、会計学・関係法系で企業の法的・

制度的知識を学び、地域や企業における課題を的確に把握・分析し、解決策を導出できる能力の修得を

目標とします。 

修了後の進路等としては、企業、事業承継、地域資源を活かした起業、地域課題の解決を目指す NPO、

NGO などを想定しています。 

 

【学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）】 

本コースは、下記のいずれかの項目に該当する人を求めます。  

１．地域企業の経営者・管理者として、企業の持続的な発展に貢献したい人 

２．グローバル化・クラウド化・ビックデータ化・ＡI 化といったビジネス環境の変化に対応できる 

人材を目指す人 

３．事業や企業の課題発見と課題解決の能力を育み、組織の発展に貢献したい人 

４．地域 NPO 等の非営利組織の経営者・管理者を目指す人 

５．志望分野に関する深い専門的知識を有していると共に、コンサルティング能力を有する税理士を 

目指す人 

６．地域社会において、新たな起業を目指す人 

７．志望分野に関する深い専門的知識を有していると共に、経営学・会計学を専門的に理解すること 

で、組織の発展に貢献したい人 

 

【取得できる学位】 

  修士（経営学） 
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経
済
・
地
域
政
策
コ
ー
ス 

【教育目標】 

経済・政策に関する知識を身に付けると共に、経済的知識・分析方法を用いて地域振興・活性化に活

躍できる人材を養成します。加えて、政治・行政に関するより高度で、幅広い視点から、地域の政治・

行政のあり方について専門的に学び、将来の地域課題に解決策が提案できる人材を養成します。 

経済学系科目において経済学をもとにした思考力、分析能力を修得し、これを基礎として、地域行政

系科目または地域政策系科目においては、地域における行政または政策に関する課題発見力、改善案を

提案できる能力の修得を目標とします。 

修了後の進路等としては、企業、地域活性化のコーディネーター、NPO、NGO、公務員などを想定

しています。 

 

【学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）】 

本コースは、下記のいずれかの項目に該当する人を求めます。 

１．地域社会や地域経済の課題に関心を持ち、その課題解決方法を学びたい人 

２．積極的に地域に入って、課題の発見や分析を行いたい人 

３．地域や私たちの身の回りのさまざまな政策課題について修得した知識を活かして、地域の豊かな 

暮らしの構築に向けて貢献したい人 

４．政策の企画・立案について修得した知識を活かして、行政や民間企業で活躍したい人 

５．地域の諸課題を分析・考察するための知識やスキルを活用して、地域づくりに貢献したい人 

６．地域社会や企業において高度な経済に関するスキルを活かして活躍したい人 

 

【取得できる学位】 

  修士（経済学） 

メ
デ
ィ
ア
社
会
コ
ー
ス 

【教育目標】 

高度情報化社会に関する社会学領域の知見を基に、メディアによるコミュニケーションが社会に及ぼ

す影響について理解し、実践的にメディアを活用する能力を備えた人材を養成します。 

学生は、自ら選択した研究課題について、情報を主体的に収集・分析・整理します。そのうえで、独

創的な成果を導き出します。学修の過程で、しっかりとした視点と的確な表現能力を身に付け、それに

よって情報を効果的に発信する能力の修得を目標とします。 

修了後の進路等としては、マスコミ、メディア関連企業、地方自治体の国際部門、国際機関、観光関

連産業、その他の企業などを想定しています。 

 

【学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）】 

本コースは、下記のいずれかの項目に該当する人を求めます。 

１．現代社会と情報との関わりに関心を持ち、情報が社会に及ぼす影響について研究し、高度情報化 

社会に貢献したいという意欲のある人 

２．志望分野に関する深い専門的知識を有していると共に、マスコミ、メディア関連企業において、 

情報発信の分野で働きたいという意欲のある人 

３．志望分野に関する深い専門的知識を有していると共に、地方自治体などの国際交流の分野で働き 

たいという意欲のある人 

４．国際社会の様々な問題に興味を持ち、志望分野に関する深い専門的知識を有していると共に、 

国際機関、観光関連産業、その他の企業などを舞台に、世界的な視野に立って問題を解決し、 

国際社会に貢献したいという意欲のある人 

 

【取得できる学位】 

  修士（メディア社会学） 

国
境
離
島
文
化
振
興
コ
ー
ス 

【教育目標】 

「国境離島」に関する文化的、社会的、法的な専門性をもって、「国境離島」の文化振興に主体的に

貢献できる能力を有し、かつ国際協調の精神を持ち、国際社会や地域社会に専門性をもって貢献できる

能力を有する人材を養成します。 

「国境離島」に関する歴史や文化に関わる科目、基本的原理の理解や実践力育成・課題解決能力育成

に関わる科目を設けて、「国境離島」の文化振興に関わる諸課題に、歴史・文化的かつグローバルな視

点から実践的に取り組んでいける能力の修得を目標とします。 

修了後の進路等としては、NPO、NGO などの諸団体、公務員、他大学の博士課程への進学などを想

定しています。 

 

【学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）】 

本コースは、下記のいずれかの項目に該当する人を求めます。  

１．「国境離島」に関する文化的、社会経済的、法的な専門性をもって、国境離島の文化や経済振興 

に主体的に貢献したいという意欲のある人 

２．国際協調の精神を持ち、国際社会や地域社会に専門性をもって貢献したいという意欲のある人 

 

【取得できる学位】 

 修士（文化振興学） 
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情 報 工 学 専 攻 
 

【教育目標】  

進んだ情報科学の知識と技術の修得を図り、現代の高度情報化社会に貢献できかつ情報基盤を支える人材を

養成します。本専攻は、次の２コースで構成します。 

ａ 情報セキュリティコース 

ｂ 人間情報科学コース 

数学の応用的知識及び情報工学の基盤となる理論をもとに、移動体通信等で需要が高まっているモバイルア

プリケーションの開発・作成ができる能力、情報コンテンツの新たな価値を創出できる能力とコンピュータネ

ットワークへの不正アクセスを監視・排除ができ、機密情報の管理・保全ができる能力等の修得を目標としま

す。 

  

【学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）】 

本専攻は、下記のすべての項目に該当する人を求めます。 

１．情報処理または情報セキュリティの分野の基本的な知識・リテラシーを有する人 

２．高度な情報処理技術や情報セキュリティ技術を修得可能な素養を持つ人 

３．高度情報化社会における諸問題に対し解決を図ろうとする強い意欲を持つ人 

 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ス 

【教育目標】 

情報処理技術者として必要な情報工学の知識や技術をベースに、情報セキュリティ分野で活躍するた

めの最先端の専門知識や専門技術を持ち、高度情報化社会における情報セキュリティの問題を自ら発見

し解決する能力を持つ人材を養成します。 

学部教育で培った情報科学、セキュリティ技術、数理科学の知識・技術を基礎とし、さらに高度な暗

号技術、情報セキュリティ、リスクマネジメント分野におけるセキュリティ能力の修得を目標とします。 

修了後の進路等としては、国内外の情報産業各社および関連企業、情報セキュリティベンダなどを想

定しています。 

 

【学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）】 

本コースは、下記のいずれかの項目に該当する人を求めます。 

１．情報セキュリティに関する基本的な知識・技術を既に修得しており、より高度な知識・技術を 

修得することで修了後に情報セキュリティ分野で活躍する意欲を持つ人 

２．情報セキュリティの知識・技術に強い関心を持って取り組めるだけでなく、その変化や革新に 

対しても継続的に強い関心を持って取り組める人 

３．大規模複雑化が進む高度情報化社会において、情報セキュリティ関連の問題を自ら発見し、解決 

する意欲を持つ人 

 

【取得できる学位】 

 修士（情報工学） 

人
間
情
報
科
学
コ
ー
ス 

【教育目標】 

情報科学を基礎とした人間の理解および人間とコンピューターとの関係の理解を深めるための概念

を創造できる人材、ならびに、これらの理解に基づく情報技術を創造できる人材を養成します。 

学部教育で培った知識・技術を基礎にモバイルアプリケーションの作成・開発、CG アニメーション

の作成・開発、Web デザインの作成・開発、AI、データベース技術等をより具体的・現実的なソフトウ

ェア開発に応用し、感情・色彩・視聴覚情報処理等のアプリケーション作成・開発の知識・技術の修得

を目標とします。 

修了後の進路等としては、国内外の情報産業各社および関連企業、コンテンツ産業および関連企業な

どを想定しています。 

 

【学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）】 

本コースは、下記のいずれかの項目に該当する人を求めます。 

１．自然、社会、文化等に対して幅広い関心をもち、かつ情報処理技術に関する基礎学力を持った人 

２．情報工学を理解するために必要な数学、理科に興味をもち、それらを応用する能力と自主的に 

学ぶ意欲を持った人 

３．人間情報科学（情報科学・認知科学・デザイン学等の複合分野）とその周辺分野に対する旺盛な 

好奇心を持った人 

４．人間情報科学（情報科学・認知科学・デザイン学等の複合分野）における問題解決の実践に情熱 

を持った人 

 

【取得できる学位】 

  修士（情報工学） 
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人 間 健 康 科 学 専 攻 
 

【教育目標】  

本専攻は人間の健康に関して、疾患･障害の有無にかかわらずＱＯＬを維持･向上させる観点、健康を保持・

増進させるあるいは疾病を予防する観点、食品の機能性や食生活の面から健康の保持・増進を科学的に理解し

追究する観点の 3 つの観点を融合させ、人のＱＯＬの向上に貢献することを目指します。看護と栄養の面から

人の健康を支えるために本専攻には、次の３つのコースを設置し、俯瞰的な視点と専門的知識を活用・応用す

る能力を併せ持ち、地域住民のＱＯＬの向上に向け高度な専門性を生かして社会の健康問題を解決できる人材

を養成します。 

ａ 看護学実践コース 

ｂ 公衆衛生看護学コース 

ｃ 栄養科学コース 

健康と栄養及び人のＱＯＬに関する俯瞰的視点、研究活動の推進能力の修得を目標とします。また、看護と

栄養に関する専門的知識を持ち、研究者、教育者、あるいは高度専門職業人として種々の健康課題に対して積

極的に取り組み、解決できる能力の修得を目標とします。 

 

【学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）】 

本専攻は、医療・保健・食生活・運動の面から健康の保持・増進、疾病からの回復を図ることで人のＱＯＬ

の向上に貢献し、社会の健康問題を解決できる人材の育成を行っています。このような教育理念を踏まえて、

看護分野、公衆衛生分野、栄養科学分野において看護師、保健師、高度専門職業人、または教育・研究者とし

ての専門性をさらに高め、創造性、論理性、倫理性を併せ持ち、意欲、リーダーシップ、管理力を身に付けた

高度専門職業人、または教育・研究者の養成を目指しており、下記のいずれかの項目に該当する人を求めます。 

１．現代社会が抱える看護、保健、栄養分野の問題解決に意欲のある人 

２．責任感あふれる次世代のリーダーとなる高度専門職業人を目指す人 

３．学術の発展のため教育・研究の専門家を目指す人 

 

看
護
学
実
践
コ
ー
ス 

【教育目標】 

看護実践領域における教育者･指導者を養成することを目的とし、学部卒業生はもとより社会人看護

師にも門戸を開き、研究能力の養成と共に、専門性の高い看護実践能力・看護管理能力や教育研究能力

を備えたリーダーシップを発揮できる高度専門職を養成します。 

多様な看護専門領域において、看護の諸問題の解決ができる高度専門職としての看護実践能力、多様

な看護専門領域において、実践的な教育指導ができる教育者としての能力および、看護管理ができる看

護マネジメント能力の修得を目標とします。さらに看護学の基盤を支え看護の質改善に必要な研究能力

を獲得し看護学の学術研究を通して、社会に貢献できる多様な看護専門領域の研究者・教育者としての

能力修得を目標とします。 

修了後の進路等としては、病院・行政・福祉施設、大学などの教育研究機関などを想定しています。 

 

【学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）】 

本コースは、下記のいずれかの項目に該当する人を求めます。 

１．看護の現象を深く探求し、看護の研究に取り組みたい人 

２．看護・保健学領域において、高度専門職業人として看護学実践の発展に貢献したい人 

３．病院等・保健機関・大学で看護学の専門家として教育・研究の指導者を目指す人 

 

【取得できる学位】 

 修士（看護学） 
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公
衆
衛
生
看
護
学
コ
ー
ス 

【教育目標】 

高い倫理観と幅広い知見を持ち、住民及び関係者と協働して健康な地域づくりに寄与する保健師を養

成します。 

人々の暮らしや健康を多角的な視野と倫理的な観点でとらえ、包括的なアセスメントに基づいて健康

課題や生活課題を改善・解決する看護実践能力、個別の課題を地域の課題に発展させ、住民や関係者と

協働して解決するマネジメント能力、変化する社会情勢をとらえ多様化・複雑化する地域の課題に継続

して取り組む組織的解決能力、個人の福利と公衆衛生の向上を目的とした地域づくりのための健康政策

課題の考察力、公衆衛生看護実践の質の向上に必要な倫理観・知見・研究的思考を獲得し専門性を探求

し続ける自己研鑽能力の修得を目標とします。 

本コースの修了者は保健師国家試験の受験資格を得ることができます。また、修了後の進路等として

は、行政機関の保健師、民間企業、医療機関、教育機関、研究機関など想定しています。 

 

【学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）】 

本コースは、看護師資格を有し、下記のすべての項目に該当する人を求めます。 

１．優れたコミュニケーション能力を持ち、他者と協力しながら公衆衛生看護の高度な知識や実践 

能力を身に付けようとする意志をもつ人 

２．人々の健康と暮らしを守るため、人々との協働とパートナーシップを基盤とした保健活動の 

展開を意欲的に行おうとする人 

３．幅広い視野をもち公衆衛生看護学分野の発展のための研究能力を身に付けたい人 

 

【取得できる学位】 

 修士（公衆衛生看護学） 

栄
養
科
学
コ
ー
ス 

【教育目標】 

食と健康科学の統合化を踏まえ、栄養科学と健康科学の最新の知識や実践的技術を持ち、健康の保

持・増進や質の高い食生活、栄養状態の改善などを科学的に理解・追究することにより社会に貢献でき

る教育・研究者を養成します。 

機能性食品や社会的ニーズにあった食品を研究・開発するための高度な知識や能力、保健・医療・福

祉分野で活躍できる管理栄養士としての知識や実践能力、健康の保持・増進の視点に立ち、次世代の専

門職業人を養成する教育研究支援者としての能力修得を目標とします。 

修了後の進路等としては、食品企業（研究職）、病院・保健所・福祉施設、大学などの教育研究機関、

大学院博士後期課程進学など想定しています。 

 

【学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）】 

本コースは、栄養科学分野の基礎知識かつ基本的な英文読解力を有するとともに、下記のいずれかの

項目に該当する人を求めます。  

１．機能性食品や社会的ニーズにあった食品の研究・開発に取り組みたい人 

２．医療機関におけるチーム医療で栄養学の専門家として活躍したい人 

３．保健・医療・福祉行政分野などの領域で高度専門職業人として地域栄養活動に貢献したい人 

４．大学・研究機関などにおいて、栄養学や健康科学などの専門家として教育・研究に携わりたい人 

 

【取得できる学位】 

  修士（栄養学） 
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１．募集区分、募集人員及び試験期日 

 

 

 

募集区分 専攻（課程） 募集人員※ 試験期日 

一般選抜 

社会人特別選抜 

外国人留学生特別選抜 

地域社会マネジメント専攻 

(修士課程) 
４名 

令和３年 

２月６日(土) 

情報工学専攻 

(修士課程) 
６名 

人間健康科学専攻 

(修士課程) 
６名 

 ※各専攻の募集人員は、一般選抜、社会人特別選抜、外国人留学生特別選抜の募集人員の合計

となります。 

 

 

２．出願資格 

（１）一般選抜 

   全専攻／全コース共通  

 

  （ア） 令和３年４月入学 

次のいずれかに該当する者 

〔１〕学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条に規定する大学を卒業した者及び    

令和３年３月３１日までに卒業見込みの者 

〔２〕学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者及び令和３年 

３月３１日までに同学位を授与される見込みの者 

〔３〕外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者及び令和３年３月３１日

までに修了見込みの者 

〔４〕外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより 

当該外国の学校教育における１６年の課程を修了した者及び令和３年３月３１日まで

に修了見込みの者 

〔５〕我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における   

１６年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校

教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定する  

ものの当該課程を修了した者及び令和３年３月３１日までに修了見込みの者 

〔６〕外国の大学等において、修業年限が３年以上の課程を修了することにより、学士の学

位に相当する学位を授与された者及び令和３年３月３１日までに同学位を授与される

見込みの者 

〔７〕専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める

基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が  

定める日以後に修了した者及び令和３年３月３１日までに修了見込みの者 

冬季募集では、一般選抜・社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜において令和３年４月入学

者と令和３年１０月入学者を募集します。但し、人間健康科学専攻は令和３年４月入学者のみ

募集します。 
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〔８〕文部科学大臣が指定した者（昭和２８年文部省告示第５号） 

〔９〕令和３年３月３１日において大学に３年以上在学している者（ただし、大学を卒業  

した者及び令和３年３月３１日までに卒業見込みの者を除く。）で、専攻教授会に  

おいて、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者（いわゆる飛び  

入学） 

〔10〕外国において、学校教育における１５年の課程を修了した者及び令和３年３月３１日

までに修了見込みの者で、専攻教授会において、所定の単位を優れた成績をもって  

修得したものと認めた者 

〔11〕外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより 

当該外国の学校教育における１５年の課程を修了した者及び令和３年３月３１日まで

に修了見込みの者で、専攻教授会において、所定の単位を優れた成績をもって修得し

たものと認めた者 

〔12〕我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における   

１５年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校

教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するも

のの当該課程を修了した者及び令和３年３月３１日までに修了見込みの者で、専攻教

授会において、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者 

〔13〕本学大学院の出願資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると   

認めた者で、令和３年３月３１日までに２２歳に達する者 

 

（イ） 令和３年１０月入学 

次のいずれかに該当する者 

〔１〕学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条に規定する大学を卒業した者及び    

令和３年９月３０日までに卒業見込みの者 

〔２〕学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者及び令和３年 

９月３０日までに同学位を授与される見込みの者 

〔３〕外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者及び令和３年９月３０日

までに修了見込みの者 

〔４〕外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより 

当該外国の学校教育における１６年の課程を修了した者及び令和３年９月３０日まで

に修了見込みの者 

〔５〕我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における   

１６年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校

教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定する  

ものの当該課程を修了した者及び令和３年９月３０日までに修了見込みの者 

〔６〕外国の大学等において、修業年限が３年以上の課程を修了することにより、学士の学

位に相当する学位を授与された者及び令和３年９月３０日までに同学位を授与される

見込みの者 

〔７〕専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める

基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が  

定める日以後に修了した者及び令和３年９月３０日までに修了見込みの者 
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〔８〕文部科学大臣が指定した者（昭和２８年文部省告示第５号） 

〔９〕令和３年９月３０日において大学に３年以上在学している者（ただし、大学を卒業  

した者及び令和３年９月３０日までに卒業見込みの者を除く。）で、専攻教授会に  

おいて、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者（いわゆる飛び  

入学） 

〔10〕外国において、学校教育における１５年の課程を修了した者及び令和３年９月３０日

までに修了見込みの者で、専攻教授会において、所定の単位を優れた成績をもって  

修得したものと認めた者 

〔11〕外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより 

当該外国の学校教育における１５年の課程を修了した者及び令和３年９月３０日まで

に修了見込みの者で、専攻教授会において、所定の単位を優れた成績をもって修得し

たものと認めた者 

〔12〕我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における   

１５年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校

教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するも

のの当該課程を修了した者及び令和３年９月３０日までに修了見込みの者で、専攻教

授会において、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者 

〔13〕本学大学院の出願資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると   

認めた者で、令和３年９月３０日までに２２歳に達する者 

 

＜人間健康科学専攻 公衆衛生看護学コースのみ該当＞ 

・上記の出願資格のほか、日本の看護師免許を有する者（免許取得見込みの者を含む） 

 とします。 

・出願時に看護師免許の取得見込で、令和３年２月に実施される看護師国家試験におい  

 て不合格となった場合は、合格を取り消します。 

 

※令和３年４月入学及び令和３年１０月入学に関する共通事項 

・全専攻・全コースにおいて、他の専攻・コースを併願することはできません。 

・出願資格〔９〕～〔13〕（１０ページ及び１１ページ）により出願しようとする者は、

事前審査を行いますので、１７ページ「４．（２）出願資格審査について」を参照して

ください。 

 

 

《出願資格〔13〕について》 

出願資格〔13〕により出願資格認定申請を行うことができる者は、次に該当する者とします。 

＜人間健康科学専攻 看護学実践コース＞ 

・看護系短期大学、専修学校、各種学校等いずれかの卒業（修了）者で、看護師、保健師又

は助産師のいずれかの資格を有し、令和３年３月３１日までに２２歳に達する者とします。 

 

＜人間健康科学専攻 公衆衛生看護学コース＞ 

  ・看護系短期大学、専修学校、各種学校等のいずれかの卒業（修了）者で、看護師、助産師

のいずれかの資格を有する者とします。 

 

＜人間健康科学専攻 栄養科学コース＞ 

・管理栄養士又は栄養士のいずれかの資格を有し、その資格による３年以上の実務経験があ

る者（令和３年３月３１日までに実務経験が 3 年以上となる者）とします。 
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（２）社会人特別選抜 

   地域社会マネジメント専攻／全コース共通  

一般選抜の出願資格を有する者で、入学時に社会人として２年以上の勤務経験等を有する

者（勤務先から在職のままで派遣されるものについてはこの限りではない。ただし勤務先が

大学院修学許可を与えた趣旨の文書を提出すること） 

 

   情報工学専攻／全コース共通  

一般選抜の出願資格を有する者で、勤務先が大学院修学許可を与えた趣旨の文書を提出 

すること 

 

   人間健康科学専攻／看護学実践コース  

一般選抜の出願資格を有する者で、３年以上（入学時点）の看護師、保健師または助産師

のいずれかの実務経験を有する者 

 

   人間健康科学専攻／公衆衛生看護学コース  

一般選抜の出願資格を有する者で、３年以上（入学時点）の看護師または助産師のいずれ

かの実務経験を有する者 

 

   人間健康科学専攻／栄養科学コース  

一般選抜の出願資格を有する者で、３年以上（入学時点）の社会人経験（家事従事を含む）

を有する者 

 ※栄養科学コースにおいて、勤務先がある志願者は、所属長等の推薦書（任意様式）を 

出願書類と一緒に提出してください。 

 

（３）外国人留学生特別選抜 

地域社会マネジメント専攻／全コース 

情報工学専攻／全コース 

人間健康科学専攻／栄養科学コース   共通 

  ※人間健康科学専攻の看護学実践コース及び公衆衛生看護学コースにおいては、外国人留学生

特別選抜を実施しません。 

日本国籍を有せず、一般選抜の出願資格を有する者で、次の①、②のいずれかの要件を 

満たす者 

①日本の大学を卒業した者または令和３年３月３１日までに卒業見込みの者 

※令和３年１０月入学の場合は、令和３年９月３０日までに卒業見込みの者 

 

   ②日本語能力試験Ｎ１～Ｎ２または日本留学試験（日本語）で 200 点以上の能力を 

有する者 

 

新型コロナウイルスの感染拡大に伴う出願要件の特例措置 

上記要件②により本学への出願を希望していた者のうち、2020 年度第 1回日本語能力試験 

（７月５日（日））、2020 年度第 1 回日本留学試験（６月２１日（日））の中止に伴い、当該

試験を受験できなかった出願希望者は、以下のとおり取り扱います。 

 

※「日本語能力試験」については、本学出願書類と 2020 年度第 1回試験の受験結果ページ（日

本語能力試験公式ウェブサイト「MyJLPT」にログインしてメニュー＞受験結果・証明書発行

＞過去の受験結果＞2020 第 1 回の顔写真や試験日、氏名を含む詳細ページ ※中止のため点

数や結果は記載されていません。）をプリントアウトし出願期限までに提出してください。

出願資格を有するものとして出願を受け付けます。 

 

※「日本留学試験」については、本学出願書類と日本学生支援機構発行の出願証明書（2020

年度日本留学試験（第 1 回））を出願期限までに提出してください。出願資格を有するもの

として出願を受け付けます。 
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３．選抜方法 

大学が実施する筆記試験及び面接等、並びに提出された出願書類により総合的に判定して 

行います。 

 

（１）試験場、試験科目、試験時間 

   一般選抜  

専攻 コース 試験場 試験科目【試験時間】 

地
域
社
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻 

ビジネス・マネジ 

メントコース 

佐世保校 

①英語 【9:00～10:30】 

（英和辞書１冊（電子辞書は不可）持ち込み可） 

（次のａ～ｃのいずれかに該当する者は試験を 

免除する。) 

 ａ．実用英語技能検定（英検）準１級以上 

 ｂ．ＴＯＥＩＣ試験スコア６００点以上 

（ＩＰテストを含む。） 

 ｃ．ＴＯＥＦＬ ｉＢＴ試験スコア６１点以上 

 

②専門科目 【11:00～12:30】 

 

③面接（口頭試問を含む） 【14:30～（予定）】 

経済・地域政策 

コース 

メディア社会 

コース 

シーボルト校 

①専門科目 【9:00～10:30】 

（英語による出題を含む。） 

②面接 【11:00～】 

（英語を使用する場合もある。） 国境離島文化振興 

コース 

情
報
工
学
専
攻 

情報セキュリティ 

コース 

シーボルト校 

①専門科目 【9:00～10:00】 

（受験者が志望する分野の問題を出題する。） 

 

②英語 【10:30～11:00】 

（情報工学分野の文献から出題する（和訳）。） 

（大学から貸与する紙媒体の英和辞書のみ使用可 

（持ち込み不可）） 

 

③面接 【13:00～】 

人間情報科学 

コース 
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 一般選抜  

 

 

   

専攻 コース 試験場 試験科目【試験時間】 

人
間
健
康
科
学
専
攻 

看護学実践 

コース 

シーボルト校 

①専門科目 【9:00～10:30】 

 

②英語 【11:00～12:30】 

（英和辞書１冊（電子辞書は不可）持ち込み可） 

（次のａ～ｃのいずれかに該当する者は試験を 

免除する。） 

 ａ．実用英語技能検定（英検）準１級以上 

 ｂ．ＴＯＥＩＣ試験スコア６００点以上 

（ＩＰテストを含む。） 

 ｃ．ＴＯＥＦＬ ｉＢＴ試験スコア６１点以上 

 

③面接 【14:00～】 

（口頭試問を含む。） 

公衆衛生看護学 

コース 

栄養科学コース シーボルト校 

①専門科目 【9:00～10:30】 

（志望分野の内容を問う問題２問を必須回答とし、 

さらに志望分野以外の内容を問う複数の問題 

から１問を選択し解答する。） 

 

②英語 【11:00～12:30】 

（英和辞書１冊（電子辞書は不可）持ち込み可） 

（次のａ～ｃのいずれかに該当する者は試験を 

免除する。） 

ａ．実用英語技能検定（英検）準１級以上 

ｂ．ＴＯＥＩＣ試験スコア７３０点以上 

（ＩＰテストを含む。） 

ｃ．ＴＯＥＦＬ ｉＢＴスコア７２点以上 

 

③面接 【14:00～】 

（口頭試問を含む。） 
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 社会人特別選抜  

専攻 コース 試験場 試験科目【試験時間】 

地
域
社
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻 

ビジネス・マネジ 

メントコース 
佐世保校 

面接 【9:30～】 

（口頭試問を含む。） 経済・地域政策 

コース 

メディア社会 

コース 
シーボルト校 

面接 【11:30～】 

（口頭試問を含む。） 国境離島文化振興 

コース 

情
報
工
学
専
攻 

情報セキュリティ 

コース 
シーボルト校 

面接 【13:00～】 

（数学または専門科目の内容を問う口頭試問を 

含む。） 人間情報科学 

コース 

人
間
健
康
科
学
専
攻 

看護学実践 

コース 

シーボルト校 

①専門科目 【9:00～10:30】 

②英語 【11:00～12:30】 

（英和辞書１冊（電子辞書は不可）持ち込み可） 

（次のａ～ｃのいずれかに該当する者は試験を 

免除する。） 

 ａ．実用英語技能検定（英検）準１級以上 

 ｂ．ＴＯＥＩＣ試験スコア６００点以上 

（ＩＰテストを含む。） 

 ｃ．ＴＯＥＦＬ ｉＢＴ試験スコア６１点以上 

③面接 【14:00～】 

（口頭試問を含む。） 

公衆衛生看護学 

コース 

栄養科学コース 

①専門科目 【9:00～10:30】 

（志望分野の内容を問う問題２問を必須解答とし、 

さらに志望分野以外の内容を問う複数の問題 

から１問を選択し解答する。） 

②英語 【11:00～12:30】 

（英和辞書１冊（電子辞書は不可）持ち込み可） 

（次のａ～ｃのいずれかに該当する者は試験を 

免除する。） 

ａ．実用英語技能検定（英検）準１級以上 

ｂ．ＴＯＥＩＣ試験スコア７３０点以上 

（ＩＰテストを含む。） 

ｃ．ＴＯＥＦＬｉＢＴスコア７２点以上 

③面接 【14:00～】 

（口頭試問を含む。） 
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外国人留学生特別選抜  

専攻 コース 試験場 試験科目【試験時間】 

地
域
社
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻 

ビジネス・マネジ 

メントコース 
佐世保校 

①専門科目 【11:00～12:30】 

 

②面接 【14:30～（予定）】 

（口頭試問を含む。） 

経済・地域政策 

コース 

メディア社会 

コース 
シーボルト校 

①専門科目 【9:00～10:30】 

 

②面接 【11:00～】 

（口頭試問を含む。） 

国境離島文化振興 

コース 

情
報
工
学
専
攻 

情報セキュリティ 

コース 
シーボルト校 

面接 【13:00～】 

（数学または専門科目の内容を問う口頭試問を含む。

日本語で行う。） 
人間情報科学 

コース 

人
間
健
康
科
学
専
攻 

栄養科学コース シーボルト校 

①専門科目 【9:00～10:30】 

（志望分野の内容を問う問題２問を必須解答とし、 

さらに志望分野以外の内容を問う複数の問題 

から１問を選択し解答する。） 

 

②英語 【11:00～12:30】 

（英和辞書１冊（電子辞書は不可）持ち込み可） 

（次のａ～ｃのいずれかに該当する者は試験を 

免除する。） 

ａ．実用英語技能検定（英検）準１級以上 

ｂ．ＴＯＥＩＣ試験スコア７３０点以上 

（ＩＰテストを含む。） 

ｃ．ＴＯＥＦＬｉＢＴスコア７２点以上 

 

③面接 【14:00～】 

（口頭試問を含む。） 

  

（２）受験上の留意事項 

①受験者は、試験開始時刻の２０分前までに指定された教室に入室してください。 

なお、受付を設置する場合がありますので、当日試験場の案内誘導に従ってください。 

②遅刻した受験者は、係員の指示に従ってください。試験開始時刻２０分以内の遅刻に

限り、受験を認めますが、試験時間の延長は認めません。 

③試験当日は、受験票を必ず持参してください。 

④受験票を紛失又は忘れた者は、指示に従い速やかに仮受験票の交付を受けてください。 

⑤受験票は、筆記試験時の指示に従って、監督者へ見えるように机上に置いてください。 

⑥机上には、鉛筆、鉛筆キャップ、シャープペンシル、消しゴム、鉛筆削り、受験票、

時計（計時機能だけのもの）の他は置くことができません。 

⑦試験室内での発言は、必ず挙手をして、監督者の許可を得て行ってください。 

⑧試験時間内の退室は認めません。なお、発病等やむを得ない場合は、挙手をして監督

者の指示に従ってください。 

⑨試験室内では、受験者間の物品の貸借は認めません。 

⑩受験者控室・試験室内では、携帯電話等の電子機器の使用を禁止しますので、電源を
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切ってかばん等に入れておいてください。 

⑪試験室内で英文字、地図等がプリントされている被服等、試験実施に影響を与えるも

のを着用している場合は、必要に応じ脱衣等の指示に従っていただきます。 

⑫不正行為をした者又は監督者の指示に従わない者は、直ちに退場させます。 

⑬試験場の下見は、試験前日の午後から可能です。 

⑭新型コロナウイルスの感染拡大状況により入試の実施方法等について変更する可能性が

あります。大学ホームページ等を通じて周知しますのでご留意ください。 

   ⑮その他必要な事項が生じた場合には、志願者情報に登録されたメールアドレスまたは大

学ホームページから通知します。 

 

４．出願前の手続 

（１）事前面談について 

①面談の実施方法・連絡先について 

全ての志願者は、出願前に志望分野の担当教員との事前面談（メールを含む）を行う

必要があります。 

担当教員については、研究指導担当教員（２５～３０ページ）によることとし、事前

面談は、直接、担当教員へ申し込んでください。（複数の教員と面談することも可能） 

※研究指導教員との事前面談を行う前に、研究指導の内容等について確認したい場合は、 

 以下に記載する各専攻の責任者にお問い合わせください。 

   地域社会マネジメント専攻・・・三戸 浩   教授（お問い合わせはこちら） 

   情報工学専攻      ・・・穴田 啓晃 教授（お問い合わせはこちら） 

   人間健康科学専攻    ・・・大塚 一徳 教授（お問い合わせはこちら） 

※担当教員が不在の場合は、学生支援課学生グループまでお問い合わせください。 

 （お問い合わせ先は３９ページに掲載） 

②事前面談実施期間 

令和３年１月８日（金）～１月２１日（木）まで 

③事前面談書類 

特に指定の様式はありません。自己紹介、志望研究等についての説明用資料を 

任意に持参することは構いません。 

 

（２）出願資格審査について 

    ２．（１）（ア）＜令和３年４月入学＞または２．（１）（イ）＜令和３年１０月入学＞

出願資格〔９〕～〔13〕（１０ページ及び１１ページ）により出願しようとする者は、出願

資格認定申請を行い、出願前に出願資格認定を受けることが必要です。 

① 出願資格認定申請期間 

  令和２年１２月１５日（火）～１２月２２日（火） 必着 

②申請方法 

・出願資格認定申請書を本学ホームページ（入試情報／大学院入試／地域創生研究科 

（修士課程））からダウンロードし両面印刷をして作成してください。 

・出願資格認定申請書は、必要書類を添付し申請してください。 

・申請は、大学窓口へ直接持参又は「簡易書留・速達」で郵送してください。 

・大学窓口での受付時間は、平日の９時から１７時までとします。 

・郵送の場合は、封筒の表面に「大学院出願資格認定申請書類在中」と朱書きし、必ず

「簡易書留・速達」で送付してください。 

③添付書類 

 ■出願資格〔９〕～〔12〕 

 ・大学（学部）の成績証明書 

 ・所属大学（学部）の在学証明書（大学在学中の者） 

https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=aG1pdG8=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=YW5hZGE=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=b3RzdWth
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 ・卒業（修了）証明書（外国の学校教育における１５年の課程を修了した者） 

 ・卒業（修了）見込証明書（外国の学校教育における１５年の課程を修了見込みの者） 

 ・授業内容がわかる資料（学生便覧、履修要項等）  ※審査後、返却します。 

■出願資格〔13〕 

 ・出願資格について、該当する証明書の写し（Ａ４サイズ） 

 ・最終出身学校（専修学校等）の成績証明書 

 ・最終出身学校（専修学校等）の卒業（修了）証明書 

※外国籍の者は、市区町村が発行する住民票を添付してください。ただし、登録を要し

ない者又は登録未済の者は、査証及びパスポートの写しを添付してください。 

④結果通知 

出願資格審査終了後、速やかに申請者へ結果を送付します。 

 

５．出願手続 

（１）出願登録期間・入学検定料支払期限・出願書類提出期限 

出願登録期間 入学検定料支払期限 出願書類提出期限 

令和３年１月１２日（火） 

～１月２１日（木）17：00 まで 

令和３年１月２１日（木） 

17：00 まで 

令和３年１月２１日（木） 

必着 

 

（２）入学検定料 

  30,000 円   ※振込手数料（500 円）が別途必要になります。 

 

（３）出願方法 

下記ＵＲＬ（本学 HP）のインターネット出願ガイダンスページから、出願してください。 

https://www.postanet.jp/info/011031/  

※出願ガイダンスページの『はじめに』をよく確認してください。 

※≪出願登録 ⇒ 入学検定料の支払い ⇒ 出願書類の提出≫で出願手続き

が完了します。 

出願書類等は検定料の支払後にダウンロードが可能になる【封筒貼付用宛名シート】を 

貼り付けた角２封筒を用いて必ず「簡易書留・速達」で郵送してください。 

持参する場合の受付時間は、平日の９時から１７時までとします。 

 

（４）出願先 

専攻 コース 出願先（大学窓口） 

地域社会 

マネジメント専攻 

ビジネス・マネジメント 

コース 

〒858-8580 

長崎県佐世保市川下町 123 番地 

長崎県立大学佐世保校 

学生支援課学生グループ 
経済・地域政策コース 

メディア社会コース 

〒851-2195 

長崎県西彼杵郡長与町まなび野 1丁目 1番 1 

長崎県立大学シーボルト校 

学生支援課学生グループ 

国境離島文化振興コース 

情報工学専攻 
情報セキュリティコース 

人間情報科学コース 

人間健康科学専攻 

看護学実践コース 

公衆衛生看護学コース 

栄養科学コース 

【出願ガイダンス QR ｺｰﾄﾞ】 
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（５）出願書類等 

出願書類は、「インターネット出願システムから印刷するもの」と、「出願者が各自で準備

するもの」があります。 

 

 ○ インターネット出願システムから印刷するもの 

  ※ 入学検定料の支払い後に、「インターネット出願入金完了メール」が届いたら、出願ガイ

ダンスページの『出願内容を確認』にアクセスして、【出願確認票（入金済）】、【封筒貼付

用宛名シート】をダウンロードし、ページの拡大・縮小はせずにＡ４サイズの用紙に印刷

し、郵送してください。 

 

出願書類等 摘 要 

長崎県立大学 

大学院出願確認票 

【入金済】 

① 出願内容、志願者情報に間違いがないか確認してください。 

② 必ず【入金済】と記載された出願確認票を利用してください。 

封筒貼付用 

宛名シート 

① 出願内容、志願者情報に間違いがないか確認してください。 

② カラーまたは２色刷りで印刷してください。 

③ 出願書類は宛名シートを貼り付けた市販の角２封筒（240 ㎜×332

㎜）に入れ厳封してください。封筒の色は問いません。 

※ 封筒貼付用宛名シートが出力できない場合は、直接封筒に以下の

内容を記入し簡易書留・速達で郵送してください。 

 

 
 

・ 募集区分及び志望専攻・コース 

・ 出願登録番号 

・ 志願者情報（郵便番号、住所、氏名、フリガナ） 

・ 『入試出願書類在中』（朱書き） 

・ 出願先住所 

志望専攻・コースによって（４）出願先（１８ページ）のいず

れかの住所を記載してください。 
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 ○ 出願者が各自で準備するもの 
 

出願書類等 

一
般
選
抜 

社
会
人
特
別
選
抜 

外
国
人
留
学
生
特
別
選
抜 

摘 要 

志望理由書 ○ ○ ○ 

①本学所定の様式を本学ＨＰ（入試情報／大学院入試／

地域創生研究科（修士課程））からダウンロードし作成

してください。（ワープロ作成可） 

②志望理由を 1,000 字程度で記入してください。 

※人間健康科学専攻公衆衛生看護学コースの志願者は、 

1,400 字程度で作成してください。 

③印刷・提出する際は、両面印刷してください。 

研究計画書 ○ ○ ○ 

①本学所定の様式を本学ＨＰ（入試情報／大学院入試／

地域創生研究科（修士課程））からダウンロードし作成

してください。（ワープロ作成可） 

②研究計画を 1,000 字程度で記入してください。 

③印刷・提出する際は、両面印刷してください。 

※人間健康科学専攻公衆衛生看護学コースの志願者は、提出不要 

です。 

履歴書 ― ○ ○ 

本学所定の様式を本学ＨＰ（入試情報／大学院入試／地

域創生研究科（修士課程））からダウンロードし作成して

ください。（ワープロ作成可） 

業績及び活動報告

書、研究成果報告

書等 

― 
任
意 ― 

提出は任意とします。 

社会人としてのこれまでの業績や活動内容、または著書

及び論文等について記載したもの（任意様式）を提出し

てください。 

検定試験関係書類 
任
意 

任
意 ― 

＜該当の専攻・コースのみ＞ 

試験科目の英語において、試験の免除を希望する場合は、

合格証またはスコアの写しを添付してください。 

合格証の写し･･･実用英語技能検定（英検） 

スコアの写し･･･ＴＯＥＩＣ試験スコア（IPテストを含む） 

ＴＯＥＦＬ ｉＢＴ試験スコア 

成績証明書 ○ ○ ○ 

最終出身学校（大学、専修学校等）の長が作成したもの

を提出してください。 

※外国で発行された証明書を提出する場合には、それぞ

れ日本語に訳したもの及び公証書を添付してください。 

卒業（修了）証明

書（見込証明書） 
○ ○ ○ 

最終出身学校（大学、専修学校等）の長が作成したもの
を提出してください。 

※外国で発行された証明書を提出する場合には、
それぞれ日本語に訳したもの及び公証書を添付して
ください。 

※学位授与機構より学士の学位を授与された者は、同機
構が発行する学位授与証明書（授与される見込みの者
は、同機構が発行する学位授与申請受理証明書）を提
出してください。 
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出願書類等 

一
般
選
抜 

社
会
人
特
別
選
抜 

外
国
人
留
学
生
特
別
選
抜 

摘 要 

免許証の写し ― ○ ― 

人間健康科学研究科公衆衛生看護学コースおよび、看護

学実践コース（社会人特別選抜のみ）は、関係資格に係

る免許証（看護師等免許証）の写しを提出してださい。

（取得見込の者を除く） 

日本語能力を証明

する書類 
― ― ○ 日本語能力認定書または成績通知書の写し 

在留資格の証明 ○ ○ ○ 

＜外国籍の者のみ＞ 

在留資格及び期間を確認します。市区町村が発行する 

住民票を提出してください。ただし、登録を要しない者

又は登録未済の者は査証及びパスポートの写しを提出し

てください。 

長期履修申請書 ○ ○ ○ 

＜長期履修を申請する者のみ＞ 

①本学所定の様式を本学ＨＰ（入試情報／大学院入試／

地域創生研究科（修士課程））からダウンロードし作成

してください。 

②長期履修申請書及び長期履修が必要であること

を証明する書類（在職証明書等）を提出してくだ

さい。 

勤務先が大学院修

学を承認する趣旨

の文書 

― ○ ― 
＜地域社会マネジメント専攻、情報工学専攻のみ＞ 

必要に応じて、任意様式で提出してください。 

勤務先の所属長等

の推薦書 
― ○ ― 

＜人間健康科学専攻栄養科学コースのみ＞ 

任意様式で提出してください。  

注）改姓により出願書類と各種証明書の氏名が異なっている場合には、戸籍抄本を添付してください。 

 

（６）出願上の留意事項 

①出願時に本学指定の書類がすべて揃っていない場合は受付できませんので、提出の際は

十分確認してください。 

②出願書類の記入にあたっては、黒色のボールペンで正確に記入してください。 

③出願書類受付後は、記入事項の変更を認めません。ただし、出願後に氏名、住所、電話

番号に変更があった場合は、学生支援課学生グループに連絡してください。 

④入学を許可した後であっても、提出された出願書類の記載と相違する事実が発見された

場合には、入学を取り消すことがあります。 

⑤一度受理した出願書類は返還しません。 

⑥既納の検定料（30,000 円）は、次の場合を除き、いかなる理由があっても返還しません。 

・出願書類を提出しなかった場合 

・出願が受理されなかった場合 

・検定料を二重に振り込んだ場合 

※上記理由による当該検定料返還の申し出は、出願期間の最終日から１ヶ月以内とします。 
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（７）受験票の準備 

   「デジタル受験票ダウンロード指示メール」が届いたら、出願ガイダンスページの『出願

内容を確認』にアクセスして「デジタル受験票」をダウンロードし、印刷して、大切に保管

してください。受験票は受験時に必要ですので、必ず印刷したものを持参してください。 
 

 ※ 試験日の 7日前までに「デジタル受験票ダウンロード指示メール」が届かない場合は 

志望専攻・コースの出願先（学生支援課学生グループ）までご連絡ください。 

 

６．障害のある入学志願者との協議 

  障害のある入学志願者で、受験上及び修学上の特別な配慮を希望する場合は、出願の前に、

あらかじめ学生支援課学生グループに申し出てください。 

なお、必要な場合は、本人又はその立場を代弁できる関係者との面談や医師の診断書等の提

出をお願いすることがあります。 

 

７．合格発表 

（１）合格発表期日 

令和３年２月１２日（金） １０時 

 

（２）発表方法 

①合格発表日に合格者へ合格通知書を速達で発送します。 

②大学ホームページにも合格者の受験番号を掲載します。 

 ホームページアドレス  http://sun.ac.jp/ 

 ※ホームページ上の合格発表は補助的なサービスです。必ず合格通知書で確認してください。  

③電話等による問い合わせには応じません。 
 
８．入学手続 

（１）入学手続期間 

   令和３年２月１５日（月）～２月１９日（金） 必着 

 

（２） 入学手続方法 

①入学手続の詳細及び必要な書類は、合格通知書とともに送付します。 

②大学提出書類は、大学窓口へ直接持参又は「書留速達」で郵送してください。 

③大学窓口での受付時間は、平日の９時から１７時までとします。 

   ④一度受理した入学手続き書類は返還しません。 

注）入学手続期間内に入学手続を完了しない場合は、入学を辞退したものとして取り扱い

ます。 
 

９．初年度納付金等 

（１）入学料 

   入学手続の際には、下記の金額の入学料を納付する必要があります。 

①県内生  １７６，５００円 

②県外生  ３５３，０００円 

注１）「県内生」とは、本人又はその配偶者若しくは一親等の血族が、令和２年４月１

日から引き続き長崎県内に住所を有する者、並びに長崎県立大学の学部卒業者及

び卒業見込みである者 

注２）入学料の金額は現行の規定によるもので、変更になることがあります。 

注３）入学料は入学手続期間内（令和３年２月１５日（月）～２月１９日（金））に納

付してください。 

注４）既納の入学料は、いかなる理由があっても返還しません。 

http://sun.ac.jp/
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（２）授業料 

 前   期  後   期    年  額（計） 

２６７，９００円 ２６７，９００円 ５３５，８００円 

注１）上記の金額は現行の規定によるもので、変更になることがあります。 

注２）授業料は入学後に納付していただきます。詳細については、入学手続関係書類 

とともに送付します。 

 

（３）実習等経費 

実習・実験等の経費が別途必要となることもあります。 

 

（４）その他納付金 

入学時に同窓会費及び学生保険料等を納付していただく予定です。 

詳細については、合格通知書とともにお知らせします。 

  ※１ 同窓会費については、長崎県立大学学部生で入会していた者は不要です。 

  ※２ 学生保険料については、保険の種類によって金額が異なります。 

 

（５）奨学金（独立行政法人日本学生支援機構奨学金） 

区   分 貸 与 月 額 

第一種奨学金（無利子貸与） 
50,000 円 88,000 円 

（２種類から選択） 

第二種奨学金（有利子貸与） 
50,000 円 80,000 円 100,000 円 130,000 円 150,000 円 

（５種類から選択） 

   ※貸与月額は変更になる場合があります。 

 

（６）下宿・アパートの斡旋 

下宿・アパートについては、本学大学生活協同組合で相談に応じます。 

    佐世保校  ：ＴＥＬ ０９５６－４８－３７３２ 

シーボルト校：ＴＥＬ ０９５－８８７－５５５２ 

 

 

10．昼夜開講制度 

  社会人に対する配慮として、就学のために夜間その他の特定の時間等において授業や研究指

導を受けることができるよう配慮します。(大学院設置基準第 14条に規定する教育方法の特例） 

  本特別措置を希望する者は、志望専攻・コースの担当教員との事前面談の際に申し出てくだ

さい。 

  ※人間健康科学専攻公衆衛生看護学コースは、昼夜開講制度の対象外となります。 
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11．長期履修学生制度 

職業を有している等の事情により修学困難な者に対して、標準修業年限（２年）を超えて 

一定の期間にわたり計画的な教育課程の履修を認める制度があります。希望される方は、下記

の申請手続を行ってください。 

 

（１）対象者 

  ①職業を有している者 

  ②育児、長期介護等の事情により、標準修業年限で修了することが困難な者 

③その他やむを得ない事情を有し、標準修業年限で修了することが困難であると学長が認め

た者 

 

（２）長期履修の期間 

  ３年又は４年（１年単位）とします。ただし、休学期間は算入しません。 

 

（３）授業料 

長期履修学生の授業料年額は、次のとおり算出します。 

長期履修による授業料年額  ＝ 通常の授業料年額 × 
標準修業年限 

（２年） 
÷ 長期履修許可年限 

 

 【例】４年間の長期履修の許可を受けた場合（令和２年度現在） 

    一般学生         １年目        ２年目 

                        535,800 円      535,800 円 

 

 

 

    長期履修学生  １年目     ２年目     ３年目     ４年目 

            267,900 円 267,900 円  267,900 円 267,900 円 

    ※上記の金額は現行の規定によるもので、変更になることがあります。 

 

（４）申請手続 

①申請書類 

・長期履修申請書（本学所定の様式を本学ＨＰからダウンロードして作成してください） 

・長期履修が必要であることを証明する書類（在職証明書等） 

・その他学長が必要と認める書類 

  ②申請時期 

   出願期間内 

 

（５）長期履修期間の変更 

①長期履修学生で特別な事情のある場合は、在学する課程において、１回に限り期間の短縮

を申請することができます。 

②長期履修期間の短縮を希望する場合は、希望する修了予定年度の１１月末日までに期間の

変更申請書を提出し、承認を得てください。 

③履修期間の短縮を承認された場合、残りの修業年限により算出された変更後の授業料（別

途通知）を納付していただきます。 

④期間の延長はできません。 
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12．研究指導担当教員 

（１）地域社会マネジメント専攻 

 担当教員 専門分野 授業科目 事前面談お問い合わせ先 

ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス 

代田 義勝 教授 
経営学、ジェンダー、 

人的資源管理論、地域研究 

マネジメント・リーダーシップ特論 

ヒューマン・リソース・マネジメント特論 

特定課題研究 

お問い合わせはこちら 

鴻上 喜芳 教授 
保険学、 

リスクマネジメント学 

リスクマネジメント特論 

特別研究 

特定課題研究 

お問い合わせはこちら 

岩重 聡美 教授 
商学、流通学、 

消費者保護 

流通システム特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

谷澤 毅 教授 経済流通史 

流通マーケティング史特論 

経済史特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

山本 裕 教授 海運経済学、物流 

国際・地域物流特論 

特別研究 

特定課題研究 

お問い合わせはこちら 

宮地 晃輔 教授 
会計学、原価計算論、 

管理会計論、事業承継論 

地域事業継承・後継者育成特論 

会計学特論 

管理会計特論 

特別研究 

特定課題研究 

お問い合わせはこちら 

矢野 生子 教授 
国際経済学、国際金融論、 

貿易論 

国際経済特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

髙橋 秀至 教授 法学、税法 

企業税法特論 

租税法特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

神保 充弘 教授 
流通政策論、 

マーケティング史 

流通・マーケティング史特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

津久井 稲緒  

准教授 

経営学、企業と社会論、 

企業の社会的責任論 

CSR 特論 

特別研究 

特定課題研究 

お問い合わせはこちら 

 

 
   

 

 
   

コース 

https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=c2hpcm90YQ==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=ay1rb3VnYW1p
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=aXdhc2hpZ2U=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=dGFuaXphd2E=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=eWFtYW1vdG8=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=bWl5YWpp
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=eWFubw==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=c2h1dWpp
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=amluYm8=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=dHN1a3Vp
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 担当教員 専門分野 授業科目 事前面談お問い合わせ先 

経
済
・
地
域
政
策
コ
ー
ス 

西岡 誠治 教授 都市計画、公共政策 
公共政策特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

鳥丸 聡 教授 
地域経済論、景気変動論、 

産業構造論 

地域振興特論 

地域経済分析特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

綱 辰幸 教授 財政、地方財政、社会保障 

地域振興特論 

財政学特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

車 相龍 教授 
持続可能な地方発展論、 

比較地方論、応用地理学 

地域振興特論 

地域計画特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

田村 善弘  

准教授 

農業経済学、食料経済学、 

消費者教育論 

農業経済特論 

地域食文化特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

メ
デ
ィ
ア
社
会
コ
ー
ス 

森田 均 教授 
メディア論、 

ITS（高度交通システム） 

社会課題特論 

ネットワーク社会特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

笠原 敏彦 教授 
国際政治、国際関係論、 

アメリカの政治と外交 

国際メディア特論 

比較社会特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

祁 建民 教授 中国政治・社会 

社会課題特論 

比較社会特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

周 国強 教授 中国研究 
日中文化社会特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

鈴木 暁彦 教授 政治学、国際関係論 

社会課題特論 

ジャーナリズム特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

荻野 晃 教授 国際政治学、国際関係史 

地域振興特論 

社会課題特論 

国際関係特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

唐津 理恵 教授 日英比較文化論 
日英比較文化特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

金村 公一  

准教授 
情報学、情報政策論 

地域振興特論 

コンテンツ文化特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

山田 健太郎 

准教授 

アメリカ文学、 

異文化コミュニケーション、 

英語教育 

日英比較文化特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

吉光 正絵  

准教授 
社会学 

社会課題特論 

文化社会学特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

賈 曦 准教授 
国際コミュニケーション論 

環境コミュニケーション 

社会課題特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

コース 

https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=bmlzaGlva2Etcw==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=dG9yaW1hcnU=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=dHN1bmE=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=Y2hh
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=eXMtdGFtdXJh
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=bW9yaXRh
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=a2FzYWhhcmE=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=cWptanA=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=emdn
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=YTVzdXp1a2k=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=b2dpYWtp
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=cmthcmF0c3U=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=a2FuYW11cmE=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=ay15YW1hZGE=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=bXk=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=amlheGk=
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 担当教員 専門分野 授業科目 事前面談お問い合わせ先 

国
境
離
島
文
化
振
興
コ
ー
ス 

李 炯喆 教授 政治学、日本政治外交史 

地域振興特論 

社会課題特論 

国境離島史特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

竹部 隆昌 教授 西洋史学 
宗教文化特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

下野 孝文 教授 日本文学 

地域・離島文化特論 

宗教文化特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

関谷 融 教授 

教育学、 

科学教育・教育工学、 

人間情報学 

社会課題特論 

離島教育支援特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

松尾 晋一 教授 日本史学、博物館学 

地域・離島文化特論 

国境離島史特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

小原 篤次 

准教授 

国際経済学、国際金融論、 

開発経済学、 

地域研究（アジア・中東） 

社会課題特論 

地域情報経済特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

河又 貴洋 

准教授 
情報経済学、社会情報学 

離島社会情報特論 

離島経済ネットワーク特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

福島 涼史 

准教授 
国際法、憲法 

国際法特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 

https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=bGVlaGM=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=ci10YWtlYmU=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=dC1zaGltb25v
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=c2VraXlh
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=bWF0c3Vv
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=b2hhcmEyMDEy
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=dC5rYXdhbWF0YQ==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=cnlvc2hpMjk=
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（２）情報工学専攻 

 担当教員 専門分野 授業科目 事前面談お問い合わせ先 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ス 

小松 文子 教授 
PKI、情報セキュリティマネジメ

ント、セキュリティ心理学と経済 

マネジメント・リーダーシップ特論 

情報セキュリティリスクマネジメント特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

穴田 啓晃 教授 計算機科学、暗号学 

マネジメント・リーダーシップ特論 

暗号数理特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

松﨑 なつめ 教授 
暗号技術、 

データセキュリティ 

データセキュリティ特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

日下部 茂 教授 

ソフトウェア開発方法論、 

社会技術、システム、 

セーフティとセキュリティ 

ソフトウェア開発プロセス特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

加藤 雅彦 教授 ネットワークセキュリティ 
ネットワークセキュリティ特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

齋藤 正也 准教授 
時系列解析、 

統計的リスク分析 

数理科学特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

喜多 義弘 准教授 
生体認証、 

モバイルセキュリティ 

量子情報処理特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

人
間
情
報
科
学
コ
ー
ス 

辺見 一男 教授 
ヒューマンインタフェース、 

画像処理 

ヒューマンインタフェース特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

ﾁｬｯﾄｳｨﾁｪﾝﾁｬｲ  

ｿﾑﾁｬｲ 教授 

データベース、XML、 

アクセスコントロール 

データベース特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

青木 研 教授 
コンピュータグラフィックス、 

メディアコンテンツクリエーション 

数理造形表現特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

有田 大作 教授 実世界情報処理 

地域振興特論 

実世界情報処理特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

山口 文彦 教授 
人工知能応用、自然言語処理、 

情報基礎論 

マネジメント・リーダーシップ特論 

人工知能特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

平岡 透 教授 
画像処理、地理情報処理、 

地域防災、地域活性化 

空間情報工学特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

吉村 元秀 准教授 
まちづくり工学 

（観光情報学、画像計測、機械学習） 

画像計測特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

片山 徹也 准教授 
デザイン学、芸術工学、 

色彩情報 

色彩情報特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

飛谷 謙介 准教授 
感性情報学、 

コンピュータビジョン、機械学習 

情報理論特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

前村 葉子 講師 画像工学 
視覚メディア工学特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

藤沢 望 講師 音響心理学 
聴覚情報処理特論 

特別研究 
お問い合わせはこちら 

コース 

https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=YXlh
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=YW5hZGE=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=bWF0c3V6YWtp
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=a3VzYWthYmU=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=bWFzYQ==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=c2FpdG9obQ==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=a2l0YQ==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=aGVtbWk=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=c29tY2hhaWM=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=a2VuYW9raQ==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=YXJpdGE=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=eWFtYWd1
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=aGlyYW9rYQ==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=eXhzaW11cmE=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=a2F0YXlhbWE=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=dG9iaXRhbmk=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=aGF6dWtp
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=bi1m
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（３）人間健康科学専攻 

 

担当教員 専門分野 授業科目 事前面談お問い合わせ先 

看
護
学
実
践
コ
ー
ス 

大塚 一徳 教授 教育認知心理学 

マネジメント・リーダーシップ特論 
アカデミックスキル特論 

保健統計演習 
看護研究の理論と方法特論 
看護理論特論 

看護学実践演習 
特別研究 

お問い合わせはこちら 

河口 朝子 教授 
老年看護学、 

看護管理政策学 

マネジメント・リーダーシップ特論 
健康科学特論 
アカデミックスキル特論 

行政・組織特論 
看護理論特論 
成人・老年看護学特論 

看護学実践演習 
特別研究 

お問い合わせはこちら 

李 節子 教授 

母子看護学、 

国際看護学、 

グローバルヘルス 

アカデミックスキル特論 

看護研究の理論と方法特論 
グローバルヘルス特論 
母子看護学特論 

看護学実践演習 
特別研究 

お問い合わせはこちら 

立石 憲彦 教授 看護管理学 

健康科学特論 
アカデミックスキル特論 
ヘルスアセスメント特論 

看護管理学特論 
看護学実践演習 
特別研究 

お問い合わせはこちら 

山澄 直美 教授 
看護教育学、 

看護管理 

アカデミックスキル特論 
看護研究の理論と方法特論 
看護管理学特論 

看護学実践演習 
特別研究 

お問い合わせはこちら 

高比良 祥子 准教授 
成人看護学、 

臨床看護学 

アカデミックスキル特論 
看護理論特論 
成人・老年看護学特論 

看護学実践演習 
特別研究 

お問い合わせはこちら 

林田 りか 准教授 母子看護学 

健康科学特論 

アカデミックスキル特論 
看護理論特論 
母子看護学特論 

看護学実践演習 
特別研究 

お問い合わせはこちら 

山口 多恵 准教授 老年看護学 

成人・老年看護学特論 
看護理論特論 
看護学実践演習 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

公
衆
衛
生
看
護
学
コ
ー
ス 

中尾 八重子 教授 公衆衛生看護学 

地域振興特論 

健康科学特論 

保健・医療政策特論 

公衆衛生看護学原論Ⅰ 

活動展開・支援技術特論 

公衆衛生看護学セミナーⅠ 

健康危機管理特論 

公衆衛生看護学基礎実習Ⅰ・Ⅱ 

公衆衛生看護学基礎実習Ⅲ 

特定課題研究 

お問い合わせはこちら 

平田 直美 教授 公衆衛生看護学 

公衆衛生看護学原論Ⅱ 

地域診断特論 

ケアシステムマネジメント特論 

公衆衛生看護学基礎実習Ⅰ・Ⅱ 

公衆衛生看護学発展実習Ⅱ 

公衆衛生看護学セミナーⅠ・Ⅱ 

健康科学特論 

特定課題研究 

お問い合わせはこちら 

竹口 和江 講師 公衆衛生看護学 

対象別・健康課題別各論 

公衆衛生看護管理特論 

公衆衛生看護学セミナーⅡ 

公衆衛生看護学発展実習Ⅰ 

特定課題研究 

お問い合わせはこちら 

コース 

https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=b3RzdWth
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=a2F3YQ==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=bGVl
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=dGF0ZWlzaGk=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=eWFtYXN1bWk=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=c2FjaGlrbw==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=cmlrYS1o
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=dGFlMDgxMw==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=eS1uYWthbw==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=aDcwMw==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=ay10YWtl
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担当教員 専門分野 授業科目 事前面談お問い合わせ先 

栄
養
科
学
コ
ー
ス 

大曲  勝久 教授 臨床栄養学 

臨床栄養学特論 

アカデミックスキル特論 

健康科学特論 

最新栄養科学特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

古場 一哲 教授 食品機能学、食品栄養学 

食品機能学特論 

健康科学特論 

最新栄養科学特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

世羅 至子 教授 病態栄養学、内分泌代謝 

生活習慣病医療学特論 

最新栄養科学特論 

健康科学特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

柴崎 貢志 教授 分子神経生物学、神経化学 

細胞生化学特論 

最新栄養科学特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

倉橋 拓也 教授 有機化学、錯体化学 

有機化学特論 

最新栄養科学特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

駿河 和仁 准教授 栄養生理学、分子栄養学 

栄養生理学特論 

最新栄養科学特論 

健康科学特論 

アカデミックスキル特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

松澤 哲宏 准教授 食品衛生学、分類学、微生物学 

食品衛生学特論 

最新栄養科学特論 

アカデミックスキル特論 

健康科学特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

飛奈 卓郎 准教授 
運動生理学、運動療法、 

分子生物学 

体力健康科学特論 

最新栄養科学特論 

健康科学特論 

アカデミックスキル特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

城内 文吾 准教授 
栄養化学、栄養生理学、 

脂質栄養学 

代謝栄養学特論 

最新栄養科学特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

石見 百江 講師 栄養管理学、栄養教育学 

栄養管理学特論 

健康科学特論 

地域食文化特論 

最新栄養科学特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

竹内 昌平 講師 疫学、公衆衛生学、人類生態学 

栄養疫学特論 

健康科学特論 

最新栄養科学特論 

保健統計特論 

アカデミックスキル特論 

特別研究 

お問い合わせはこちら 

 

コース 

https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=b21hZ2FyaQ==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=a29iYQ==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=bnNlcmE0MDYx
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=a3NoaWJhc2FraQ==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=a3VyYWhhc2hp
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=c3VydWdh
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=dGV0c3UtbQ==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=dG9iaXRha3U=
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=YnNoaXJvdWNoaQ==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=bS1pd2FtaQ==
https://ssl.sun.ac.jp/contact_faculty/?uid=dGFrZXNob3U=
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13．授業科目一覧 

（１）地域社会マネジメント専攻 

必修 選択 自由

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

経済統計特論 1 2

1 2

離島社会情報特論 1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

2 2

マーケティング戦略特論 1 2

流通システム特論 1 2

流通・マーケティング史特論 1 2

国際・地域物流特論 1 2

国際経済特論 1 2

1 2

会計学特論 1 2

財務会計特論 1 2

管理会計特論 1 2

企業税法特論 1 2

租税法特論 1 2

会社法特論 1 2

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数

研究科
共通科目

地域振興特論

マネジメント・リーダーシップ特論

専攻
共通科目

社会課題特論

現代政治経済社会特論

ヒューマン・リソース・マネジメント特論

国際関係特論

地域事業継承・後継者育成特論専
門
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

ビジネス・マネジメント特論

経営管理特論

経営組織特論

経営戦略特論

ＣＳＲ特論

地域マネジメント特論

国際経営特論

コーポレート・ファイナンス特論

リスクマネジメント特論

長崎と九州の企業特論

マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ
系

経営情報特論

会
計
学
・
関
係
法
系
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必修 選択 自由

経済学特論 1 2

経済政策特論 1 2

財政学特論 1 2

計量経済学特論 1 2

経済史特論 1 2

1 2

地域計画特論 1 2

地方行政法特論 1 2

市民参加特論 1 2

政策評価特論 1 2

1 2

1 2

地域環境政策特論 1 2

交通経済特論 1 2

地域福祉特論 1 2

1 2

1 2

メディアコミュニケーション特論 1 2

ジャーナリズム特論 1 2

国際メディア特論 1 2

現代社会特論 1 2

比較社会特論 1 2

文化社会学特論 1 2

コンテンツ文化特論 1 2

日中文化社会特論 1 2

日英比較文化特論 1 2

1 2

離島経済文化振興特論 1 2

国境離島史特論 1 2

宗教文化特論 1 2

農村社会文化持続特論 1 2

離島文化ツーリズム開発特論 1 2

1 2

国際法特論 1 2

地方自治法特論 1 2

地域振興関係法規特論 1 2

離島教育支援特論 1 2

離島経済ネットワーク特論 1 2

地域情報経済特論 1 2

1～2 8

1～2 4

授業科目の名称 配当年次
単位数

専
門
科
目

経
済
・
地
域
政
策
コ
ー

ス

経
済
学
系

地
域
行
政
系

科目
区分

公共政策特論

地
域
政
策
系

地域経済分析特論

農業経済特論

メ
デ
ィ

ア
社
会
コ
ー

ス

メディア社会学特論

ネットワーク社会特論

専
門
科
目

専
門
科
目

国
境
離
島
文
化
振
興
コ
ー

ス

地域・離島文化特論

地域食文化特論

研究指導科目
特別研究

特定課題研究  
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【履修方法及び修了要件】 

（ビジネス・マネジメントコース） 

①社会人特別選抜の選抜区分で入学し特定課題研究を希望する者 

研究科共通科目４単位、専攻共通科目６単位以上、同コースの専門科目から１８単位以上、 

研究指導科目から特定課題研究４単位の計３２単位以上を修得する。 

②①以外の者 

研究科共通科目４単位、専攻共通科目６単位以上、同コースの専門科目から１４単位以上、 

研究指導科目から特別研究８単位、計３２単位以上を修得する。 

 

（経済・地域政策コース） 

研究科共通科目４単位、専攻共通科目６単位以上、同コースの専門科目の経済学系から６単位以上、 

他の２つの系から８単位以上、研究指導科目から特別研究８単位、計３２単位以上を修得する。 

 

（メディア社会コース） 

研究科共通科目４単位、専攻共通科目６単位以上、同コースの専門科目から１４単位以上、 

研究指導科目から特別研究８単位、計３２単位以上を修得する。 

 

（国境離島文化振興コース） 

研究科共通科目４単位、専攻共通科目６単位以上、同コースの専門科目から１４単位以上、 

研究指導科目から特別研究８単位、計３２単位以上を修得する。 
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（２）情報工学専攻 

必修 選択 自由

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

人工知能特論 1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

聴覚情報処理特論 1 2

ヒューマンインタフェース特論 1 2

実世界情報処理特論 1 2

色彩情報特論 1 2

数理造形表現特論 1 2

画像計測特論 1 2

視覚メディア工学特論 1 2

特別研究 １～２ 8

専
門
科
目

専
門
科
目

空間情報工学特論

研究指導科目

情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

コ
ー

ス

データセキュリティ特論

量子情報処理特論

暗号数理特論

ネットワークセキュリティ特論

情報セキュリティリスクマネジメント特論

人
間
情
報
科
学
コ
ー

ス

専攻
共通科目

数理科学特論

情報理論特論

データベース特論

ソフトウェア開発プロセス特論

研究科
共通科目

地域振興特論

マネジメント・リーダーシップ特論

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数

 

【履修方法及び修了要件】 

研究科共通科目４単位、専攻共通科目６単位以上、専攻共通科目、所属コース及び他コース専門科目から 

１４単位以上（所属するコースの専門科目からは８単位以上必須）、研究指導科目から特別研究８単位の 

計３２単位以上を修得する。 
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（３）人間健康科学専攻 

必修 選択 自由

1 2

1 2

1 2

1 2

保健統計演習 1 2

１・２ 2

1 2

最新栄養科学特論 1 2

1 2

看護理論特論 1 2

1 1

医療経済・地域経済特論 1 2

1 1

1 1

看護倫理特論 1 2

看護管理学特論 1 2

母子看護学特論 1 2

成人・老年看護学特論 1 2

地域看護学特論 1 2

看護学実践演習 1 2

1 1

公衆衛生看護学原論Ⅱ 2 1

1 3

1 3

地域診断特論 1 3

2  1

2  2

公衆衛生看護学セミナーⅠ 1 1

健康危機管理特論 2 1

疫学特論 1 2

保健統計特論 1 2

1 1

公衆衛生看護学基礎実習Ⅰ 1 2

公衆衛生看護学基礎実習Ⅱ 1 2

公衆衛生看護学基礎実習Ⅲ 1 1

専
門
科
目

公
衆
衛
生
看
護
学
コ
ー

ス

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数

研究科
共通科目

地域振興特論

マネジメント・リーダーシップ特論

専攻
共通科目

健康科学特論

基
礎
専
門
系

公衆衛生看護学原論Ⅰ

活動展開・支援技術特論

看
護
学
実
践
コ
ー

ス

アカデミックスキル特論

保健・医療政策特論

行政・組織特論

看
護
学
共
通
科
目

看護研究の理論と方法特論

ヘルスアセスメント特論

グローバルヘルス特論

メンタルヘルス特論

専
門
科
目

専
門
科
目

対象別・健康課題別各論

ケアシステムマネジメント特論

公衆衛生看護管理特論

保健医療福祉行政特論

看
護
学
実
践
系
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必修 選択 自由

公衆衛生看護学発展実習Ⅰ 2  2

公衆衛生看護学発展実習Ⅱ 2  2

社会調査法特論 1  2

環境保健特論 2 1

保健情報特論 2 1

公衆衛生看護学セミナーⅡ 2 1

公共性特論 2 1

1 2

有機化学特論 1 2

栄養生理学特論 1 2

機能形態学特論 1 2

代謝栄養学特論 1 2

食品衛生学特論 1 2

食品機能学特論 1 2

栄養疫学特論 1 2

臨床栄養学特論 1 2

健康体力科学特論 1 2

調理科学特論 1 2

栄養管理学特論 1 2

フードマネジメント特論 1 2

生活習慣病医療学特論 1 2

特別研究 １～２ 8

特定課題研究 １～２ 4

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数

専
門
科
目

公
衆
衛
生
看
護
学
コ
ー

ス

研究指導科目

専
門
科
目

栄
養
科
学
コ
ー

ス

基
礎
栄
養
科
学
系

細胞生化学特論

実
践
栄
養
科
学
系

発
展
専
門
系

 

【履修方法及び修了要件】 

（看護学実践コース） 

研究科共通科目４単位、専攻共通科目６単位以上、専攻共通科目、看護学共通科目及び同コース専門科目 

から１４単位以上、研究指導科目から特別研究８単位の計３２単位以上を修得する。 

 

（公衆衛生看護学コース）保健師資格取得コース 

研究科共通科目４単位、専攻共通科目６単位以上、専攻共通科目及び同コース基礎専門系から「保健・医療 

政策特論」（２単位）と基礎専門系（１５科目２６単位）、看護学共通科目の「看護研究の理論と方法特論」 

「看護理論特論」、及び同コース発展専門系の７科目１０単位、専攻共通科目及び看護学共通科目から 

選択４単位以上、特定課題研究４単位、計６０単位以上を修得する。 

 

（栄養科学コース） 

研究科共通科目４単位、専攻共通科目６単位以上、同コース専門科目から１４単位以上、研究指導科目から 

特別研究８単位の計３２単位以上を修得する。 
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＜参考＞人間健康科学研究科栄養科学専攻博士後期課程について 

 

 

Ⅰ．大学院人間健康科学研究科栄養科学専攻博士後期課程の概要 

 

１．人間健康科学研究科の名称と組織 

 研究科名；人間健康科学研究科(Graduate School of Human Health Science) 

  専 攻 名；栄養科学専攻(Division of Nutritional Science) 

・基礎栄養科学領域 

・実践栄養科学領域 

 

２．入学資格 

 栄養科学専攻博士後期課程への入学者は以下の要件のいずれかを満たす者とします。 

〔１〕学校教育法第１０４条第１項の規定により修士の学位又は専門職学位を授与された者 

〔２〕学校教育法第１０４条第４項の規定により修士の学位を授与された者 

〔３〕外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

〔４〕外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は

専門職学位に相当する学位を授与された者 

〔５〕我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度に  

おいて位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程

を修了し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

〔６〕国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭

和５１年法律第７２号）第１条第２項に規定する１９７２年１２月１１日の国際連合総

会決議に基づき設立された国際連合大学（以下「国際連合大学」という。）の課程を修

了し、修士の学位に相当する学位を授与された者 

〔７〕外国の学校、〔５〕の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し、   

大学院設置基準第１６条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、修士の

学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者 

〔８〕文部科学大臣の指定した者 

〔９〕本学大学院の個別学力資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等  

以上の学力があると認めた者で、２４歳に達した者 

 

３．修業年限 

 ３年間を原則とします。 

 

４．学生の定員 

１学年３名（収容定員 ３名×３学年＝９名） 

 

５．学位の名称 

 博士（栄養学） 
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Ⅱ．授業の概要とねらい 

 栄養科学専攻は、「基礎栄養科学領域」及び「実践栄養科学領域」を設置し、教育・研究を行い

ます（表１）。 

 

表１．研究領域及び担当教員（博士後期課程） 

 

（令和２年４月１日時点） 

１）基礎栄養科学領域                                

研究指導（細胞生化学）     専任、教授  柴崎 貢志（博士（理学）） 

研究指導（食品機能学、食品栄養学）専任、教授  古場 一哲（博士（農学）） 

  研究指導（有機化学）      専任、教授  倉橋 拓也（博士（工学）） 

研究指導（栄養生理学）     専任、准教授 駿河 和仁（博士（食品栄養科学）） 

研究指導（代謝栄養学）     専任、准教授 城内 文吾（博士（農学）） 

研究指導（食品衛生学）     専任、准教授 松澤 哲宏（博士（医学）） 

研究指導（栄養疫学）      専任、講師  竹内 昌平（博士（保健学）） 

２）実践栄養科学領域                                

研究指導（臨床栄養学）     専任、教授  大曲 勝久（医学博士） 

研究指導（病態栄養学、内分泌代謝） 専任、教授  世羅 至子（博士（医学）） 

研究指導（健康体力科学）    専任、准教授 飛奈 卓郎（博士（教育学）） 

研究指導（栄養管理学）     専任、講師  石見 百江（博士（獣医学）） 
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＜参考＞お問い合わせについて 

 専攻・コースにより問い合わせ先が異なります。 

専  攻 コ ー ス キャンパス 

地域社会マネジメント専攻 

ビジネス・マネジメントコース 
佐世保校 

経済・地域政策コース 

メディア社会コース 

シーボルト校 

国境離島文化振興コース 

情報工学専攻 
情報セキュリティコース 

人間情報科学コース 

人間健康科学専攻 

看護学実践コース 

公衆衛生看護学コース 

栄養科学コース 

 

 【佐世保校】学生支援課学生グループ 

〒858-8580 長崎県佐世保市川下町 123 

TEL：0956-47-5703 ／ FAX：0956-47-4616 

 

【シーボルト校】学生支援課学生グループ 

  〒851-2195 長崎県西彼杵郡長与町まなび野 1-1-1  

TEL: 095-813-5065 ／ FAX：095-813-5222 

 

 

 

 


